
社協だよりは奇数月の発行です。社協事業は会員の皆さんの会費や寄付で成り立っています。ご協力お願いします。

小平市社会福祉協議会
マスコットキャラクター「こふくちゃん」

令和4年（2022年) 3月5日 No.253  小平社協だより

TEL.042（344）1217  FAX.042（341）6220

『歳末たすけあい募金』『歳末たすけあい募金』
ご協力ありがとうございました！ご協力ありがとうございました！
　　　　　　　　　　　　　　　　　昨年末より実施しておりました歳末た
すけあい募金について、新型コロナウイルス感染症の影響により、街頭募金の
中止を含め、例年とは違った形での実施となりました。自治会をはじめ市民の
皆さま、関係機関の方々には多大なご協力をいただき、感謝申し上げます。
　皆さまからいただいた募金は、市内のさまざまな地域福祉活動の充実や経
済的にお困りの世帯の方々への年末見舞金として活用いたします。

　本会は、市の指定管理事業者として、4月1日から「児童発達支援セン
ター」を運営します。市の関係部署やさまざまな関係機関との連携と協働を
図りながら、発達支援の相談窓口等、市民の皆さまのお役に立てる事業運営
を目指します。事業や活動等の詳細は、社協だより5月号でご紹介します。
～お知らせ～
　たいよう福祉センターは、3月に各仮移転先での事業を終了し、4月から元
の小川西町で事業を再開します。どうぞよろしくお願いいたします。

　　　　 たいよう福祉センター　☎ 343-4976

総額：2,646,849 円

福祉のことなら何でもご相談ください
本会では、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、各種相談事業を行っています。

お困りのことがありましたら、お気軽にご相談ください。
※利用条件等がありますので、詳細は各担当にお問合せください。

生活に不安のある方へ

その他
「どこに相談したらいいかわからない」
「ひきこもりの家族のことが心配」
「子ども食堂に食材を寄付したい」
「地域の支え合い活動を始めたいが、
　どうしたらいいかわからない」
　こだいら生活相談支援センター ☎349-0151

「ボランティアをしたい」
「ボランティア保険に
　加入したい」

「車いすを借りたい」
　こだいらボランティアセンター ☎346-1424

高齢者の方へ
子育て中の方へ

 障がいのある方へ

「しばらく働いていないので
　就職に不安がある」

「仕事をしているが借金が
　多くて生活が苦しい」
　こだいら生活相談支援センター
　☎349-0151

「教育資金など貸付の相談がしたい」
　総務係　☎344-1217

「身近な地域で仲間と集いたい」
〔ほのぼの広場〕
　こだいら生活相談支援センター ☎349-0151

〔高齢者交流室〕
　こだいらボランティアセンター ☎346-1424

「定期的に親の見守りをしてほしい」
〔安心サービス〕
　地域包括支援センター中央センター 

☎345-0691

「サービスの手続きやお金の管理が不安」
「成年後見制度について相談したい」
権利擁護センターこだいら� ☎342-8780

「介護保険制度のサービスや
　利用方法について聞きたい」

「運動できる機会をもちたい、
　介護予防について知りたい」

「医療や認知症などに
　ついて相談したい」
地域包括支援センター
中央センター
☎345-0691

「発音がはっきりしない」
「お友達とうまく遊べない」
〔言語相談訓練〕
　言語相談室めだか ☎343-3366
　あおぞら福祉センター ☎326-4980

「交流室を利用したい」
「制度やサービスのことを相談したい」

小平市障がい者地域自立生活支援センターひびき
☎341-6555

「サービスの手続きやお金の管理が不安」
「成年後見制度について相談したい」
　権利擁護センターこだいら ☎342-8780

「日中に通う場所がほしい」
「福祉サービスの利用について相談したい」
「病気や怪我による後遺症があり、
　リハビリを行いたい」

「用事ができたので障がいのある
　家族を預かってほしい」
　たいよう福祉センター ☎343-4976
　あおぞら福祉センター ☎326-4980

東京都共同募金会　小平地区協力会（本会内）
こだいらボランティアセンター　☎ 346-1424

問合せ
問合せ

たいよう福祉センター内に
児童発達支援センターがオープンします！



ご寄付ありがとうございました
敬称略【令和3年12月１日～令和4年1月31日】

  寄付金合計 753,567円

寄付者お名前 金　額

1 一般寄付金……………………� 654,167円

アトリエみつわ　 2,000円

編み物サークル ボンボンの会 3,400円

卯の花会 900円

koiの会 6,000円

恒心会 65,722円

小平リサイクルキッズ 10,000円

西郷 昇子 10,000円

東京土建一般労働組合
小平東村山支部 6,335円

ヘルス鍼灸マッサージセンター　
代表　居山 裕昭 10,000円

豊国コンクリート工業株式会社 30,000円

吉田 照子 300,000円

匿名 5 件 209,810円

２ ボランティア指定寄付金………99,400円

手編みグループ 小ひつじ 44,400円

森田 光江 50,000円

匿名 1 件 5,000円

社協の相談コーナー
3・4月の
専門相談

3月23日（水）・4月27日（水）
と き 	午後1時30分〜4時30分

権利擁護センターこだいら ☎042（342）8780

完全予約制

東部ＶＣ講座「ブラッとプラッと」 西部ＶＣ講座「この指とまれ！」

　成年後見制度の利用、判断能力が十分
でない方の権利擁護についてのご相談を
お受けします。

イベント情報

●イベント当日は、体温測定をお願いします。
●イベント当日に発熱や風邪等の症状がある場合は、参加をお控えください。
●イベントに参加の際は、マスクの着用をお願いします。

【イベント等に参加される皆さまへ】
　「権利擁護セミナー」他、本会主催のイベント等に
ご参加の際は、新型コロナウイルス感染症予防対
策へのご協力をお願いします。 今後の感染状況によっては、イベントを中止させていただく場合があります。

権利擁護セミナー

と き 	午後２時～４時
ところ 	福祉会館４階　小ホール
定　員 	40名（先着順） 
費 用 	無料
講 師 	小平警察署　職員
	 小平市消費生活センター　職員
申込み 	問合せ先へ
問合せ 	権利擁護センターこだいら 
	 ☎042(342)8780
	 午前9時～午後5時（祝日を除く月～金）

と き 	午前10時～正午
ところ 	さわやか館
	 多目的ホール
定　員 	5名（先着順）
費 用 	無料
講 師 	点訳サークルかりん（本会登録団体）
申込み 	3月7日（月）から問合せ先へ
問合せ 	東部ボランティアコーナー
	 ☎０42（451）6711
	 午前9時～午後5時（祝日を除く月～木）

と き 	午前10時～正午
ところ 	ほのぼの館　多目的室
定　員 	8名（先着順）
費 用 	無料
講 師 	丸山 亮子さん
	 （NPO法人ゆいまーる代表）
申込み 	3月7日(月)から問合せ先へ
問合せ 	西部ボランティアコーナー
	 ☎042（347）7858
	 午前9時～午後5時（祝日を除く月～金）

14
（月)

3/

「消費者被害って何？」「被害に遭わないた
めにはどうしたらいいの？」「被害に遭ってし
まったらどうすればいいの？」

消費者被害にかかわる様々な疑問を講師か
ら詳しく学びます。

絵本が好きな方！子どもた
ちに読み聞かせをしている方！ 乳児から小学
校低学年までの子どもたちに向けた、年齢や
それぞれの個性を大切にした『絵本えらび』と

『読み方のコツ』を学びませんか。

市内の小中学校で行われている福祉体験学
習の中の一つ、点字の体験会です。子どもた
ちがどのようなことを学び、体験をしている
のか、地域で学んでみませんか。目標は自分
の名前を点字で打つことです。

消費者被害から
自分の身を守ろう

点字を
体験してみよう　

3/
14
（月)

3/
25
（金)

○石けん
○シャンプー・リンス
○洗剤　
○ティッシュ
○トイレットペーパー
○食品用ラップ
○生理用品

�こだいら生活相談支援センター 　☎０42（３４９）０１５１問合せ

○お米
○レトルト食品
○インスタント食品
○お菓子
○乾物 
○缶詰
○調味料 
○飲料（缶・ペットボトル）

黎明会ケアスクール「介護の資格」講座案内

  

対
象
と
な
る
物
品

対
象
と
な
る
物
品

食品 日用品

絵本の
ススメ

【介護福祉士実務者研修（通信課程）】

受 講 資 格 介護職員初任者研修終了・
ヘルパー２級保持者 経験２年以上の無資格者

日

程

４月コース ４月１７日～８月１８日 ４月１７日～１０月１８日
７月コース ７月１日～１０月３１日 ７月１日～１２月３１日
共 通 スクーリング（全８日間） 午前９時～午後6時

費 用
60,000円 93,000円
各々別途　テキスト代14,080円税込

と こ ろ 黎明ホール （特別養護老人ホームやすらぎの園）
定 員 １回12名（先着順）

【介護職員初任者研修課程（通信課程）】
日 程 １０月９日～令和５年２月５日（全15日間）午前10時～午後5時
費 用 ５０，０００円（別途　テキスト代　3,300円税込）
と こ ろ 黎明ホール（特別養護老人ホームやすらぎの園）
定 員 １回１８名

①働きながら資格が取得でき
るように、面接授業は日曜
日に設定しています。

②医療・介護・福祉の現場で活
躍中の講師が実践を踏まえ
た講義をします。

③専属のキャリアコンサルタ
ントが各種相談に無料で応
じます。

④一般教育訓練給付制度の
指定講座です。

⑤受講料の分割支払いを受け
付けます。

申 込 み・
問 合 せ

社会福祉法人黎明会　法人本部　ケアスクール担当　今野（こんの）
☎042(346)6611　FAX ０４２(345)５９７５　Mail  konnno@reimeikai.or.jp

　東京小平ロータリークラブの皆さまから、お
米や飲料など多くの食品や日用品のご寄付を
いただきました。子ども食堂などの地域で活
動されている団体や、必要とされている方々
へお渡しします。ありがとうございました。

寄付のお礼

　本会では、生活にお困りの方や子ども食
堂など食事提供を行っている非営利の団
体への寄付を目的に、随時、未使用食品及
び日用品の提供をお受けしています。
　令和３年度は、これまでに5万点を超す
寄付物品をお預かりしました。
　ご協力いただきました皆さまに感謝申し
上げます。ありがとうございました。
　引き続き、未使用の食品や日用品の提
供をお受けしています。こだいら生活相談
支援センターまでお持ちください。
　また、「さくら喫茶」（上水南公民館１階和
室）の活動で、寄付品の一時受付を行って
います。（第２金曜日のみ　午前１０時～午後２時
まで受付）

　ご寄付いただきありがとうございました‼

※賞味期限まで１か月未満の食品や
　生鮮食品は、お預かりすることができません。

※衣類、下着、オムツ等は
　お預かりできません。

　本会では、福祉会館１階ロビーに、不要入
れ歯回収ボックスを設置しています。不要に
なった「貴金属のついた入れ歯」がありました
ら、ご寄付をお願いします。
　その貴金属の代価の40％が
小平市の福祉に、その他はユニ
セフを通じ世界の困難な状況に
ある子どもたちへの支援に使わ
れます。

問 合 せ  総務係 ☎ 042（344）1217問 合 せ  総務係 ☎ 042（344）1217

不要 入れ歯の
回収にご協力ください

問合せ  こだいら生活相談支援センター
　　   ☎042（３４９）０１５１

頂いたご寄付の一部をご紹介いたします！

と き 	令和４年５月～令和５年３月 
	 （令和４年度は木曜日実施予定）
	 ※詳細は３月中旬に本会HPをご確認ください。
	 午前１０時～１１時４５分　全３５回
ところ 	主に福祉会館
対 象 	 �市内在住・在勤・在学で、
	  手話講習会の受講が初めての方
定　員 	20名（先着順）

受講者
募集

（予告）

　手話体験を行う半日講座です。ろう者（聞こえない
人）の指導で手話や聴覚障がいについて学びます。
　と き 	 3月27日（日） 午前10時30分～11時45分
ところ 	 福祉会館3階　第1集会室
対 象 	 �小学生以上（小学 1・2 年生は保護者同伴）、小学生の

みの参加は保護者送迎のこと。大人のみの参加も可。
定　員 	 20名
費 用  無料
講 師  小平市聴力障害者協会会員
申込み  3月22日(火)までに問合せ先へ 
	 �（FAX で申込む場合、名前、学年、住所、電話番号を記入し
	   送信してください。）
問合せ 	小平手話サークル事務局
	 ☎/FAX 042-345-1708（古川）

手話体験教室

本会助成事業 春休み子ども春休み子ども

令和4年度 初心者手話講習会
費 用  １,６５０円（テキスト代）
講 師 	小平市聴力障害者協会会員
申込み 	５月９日（月）～１３日（金）
問合せ 	こだいらボランティアセンター
	 ☎０４２（３４６）１４２４
	  午前9時～午後5時

（祝日を除く月～金および第２・４土曜日）

広告に関するお問合せは、直接広告主にお願いします。

訪問リハビリマッサージ専門

随時 無料体験施術を行っております。

小平社協だより小平社協だよりにに広告を掲載広告を掲載しませんかしませんか

問合せ　総務係 ☎042（344）1217

年６回（１・３・５・７・９・１１月）発行しています。
サイズ 59×55mm　15,000円／号

幅広く市民の方に知ってもらう機会として
活用してみてはいかがでしょうか。

社協だよりは市内全戸配布しています。

広告募集

・

マスクを着用しよ
う

・
手

洗
い

を

しよう・3密に注
意

し
よ

う
　市内在住の交通遺児の方を対象に、本会より
見舞金・学費援助金を支給します。

見舞金・学費援助金を
支給します

交通遺児の皆さんへ

対 象 	� 令和４年３月末日時点で１８歳以下の定職に就
いていない方

金 額 	 １人あたり２万円
申 込 み 	� ３月１８日（金）までに、問合せ先またはお住まいの

地域の民生委員・児童委員へ事前連絡の上、申
請書等をご提出ください。

提出書類 	� ①申請書（問合せ先で配付）
	� ②事故を証明できる書類（新規申請者のみ）

対 象 	� 令和４年度に高等学校および専修学校に在学
している方

金 額 	 １人あたり１０万円
申 込 み 	� ４月１日（金）～８日（金）の間に、問合せ先または

お住まいの地域の民生委員・児童委員へ事前連
絡の上、申請書等をご提出ください。

提出書類 	 ①申請書（問合せ先で配付）
	 ②事故を証明できる書類（新規申請者のみ）
	 ③�令和4年度の在学を証明できる書類（学生証の写し等）

 ●見舞金

 ●学費援助金

黎明会ケアスクールの特徴



問合せ 　総務係　☎042（344）1217　午前９時～午後５時（祝日を除く月～金）

　センターでは、経済的なお困りごとのほか、頼る人がおらず孤立しているなど、
様々な相談を専門の相談員がお受けしています。
　また、一定要件のもとで家賃相当額（上限あり）を支給する住居確保給付金も
担当しています。相談をご希望の際は、まずはお電話ください。

問合せ 　こだいら生活相談支援センター　☎042（349）0151　午前９時～午後５時（祝日を除く月～金）

 第2回は、 こだいら生活相談支援センターです。
毎号、各係の紹介を掲載します。係

 紹介

会費納入にゆうちょ銀行を利用されている方へ
　令和４年１月１７日から、ゆうちょ銀行の各種手数料の改訂に伴い、窓
口及びＡＴＭにおける本会への現金での払込みについては、１件ごとに
手数料１１０円が加算されます。本会指定の払込取扱票（通常払込料金本
会負担・赤色）をご利用の場合でも、加算料金は会員さまのご負担となり
ます。詳しくは、本会HPもしくは会費継続のお願いをご確認ください。

並木 文雄 様（本会前理事）
本会役員として運営に携わり、
豊富な経験を活かし、福祉の推
進に多大な貢献をされました。

野﨑 美知子 様
多年にわたり共同募金運動をとおして、
地域福祉の推進にご協力いただいています。

ほのぼのひろば　小川西町地域センター 様
一人暮らし高齢者の居場所を運営されています。
その活動は地域の日常的な見守りに繋がっています。

ほのぼの絵てがみグループ 様
高齢者施設入所者の方々へ送る絵てが
みや、高齢者施設への訪問ボランティ
アをされています。

「令和３年度全国社会福祉
大会」及び「第70回東京都
社会福祉大会」において、
表彰された方々を紹介しま
す。受賞された皆さま、お
めでとうございました。

全
社
協
会
長
表
彰
受
賞

東
社
協
会
長
感
謝
状
受
賞

東
社
協
会
長
感
謝
状
受
賞

賞をいただいて

大変光栄です。

～社会福祉協議会の活動は皆さまの会費によって支えられています～
　本会は民間の社会福祉団体です。会員の皆さまからいただいた会費を、地域福祉を推進するうえでの貴
重な財源としています。会員の皆さまには、引き続き会費という財政支援により、本会へのご支援をよろしく
お願いします。会員の皆さまへの“会員継続のお願い”は４月に発送予定です。

　本会では、市内の小中学校で実施されている福
祉体験学習のコーディネートを行っています。
　今年度の福祉体験学習は、コロナ禍ではありま
したが、地域の中で「ともに生きる力」を育むこと
を目的に、本会登録ボランティア団体や障がい当
事者等の協力を得て、車いす・手話・高齢者疑似体
験、視覚障がい者交流や障がい者スポーツ交流を
実施しました。

　「手話体験」は、手話グループ・トライにご協力いただいていま
す。普段の生活で使うあいさつや表現（友だち、数字他）につい
て、メンバーが児童に
手話を見せながら、み
んなで学びました。授
業終了時には、覚えた
ての「ありがとう」の
手話で締めくくりまし
た。

　令和３年度も新型コロナウイルス感染症の流行により大変な状況の中、
多くの皆さまから会費のご協力をいただき心より感謝申し上げます。今後
も地域福祉の推進に努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いします。

手話体験の様子高齢者疑似体験の様子

令和4年度 会員加入（継続）のお願い

〜一例ですが、このような事業に使わせていただきました〜〜一例ですが、このような事業に使わせていただきました〜

令和3年度
全国社会福祉大会表彰報告

第70回
東京都社会福祉大会表彰報告

本会会員の
皆さまへ

福祉体験学習

令和３年度 会費納入のお礼

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

募金活動に孫たちと参加する

中で、毎年募金してくださる方

がいて、励みになりました。

絵手紙を描くことが楽しみになっています。

受け取る施設の方たちにも元気になって

いただきたいと思っています。

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に

今
年
も
頑
張
ろ
う
！




